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安
中
藩
十
五
代
板
倉
勝
明
藩
主
の
、
「
種
痘
事
業
」
「
人
口
対

策
」
に
関
し
て
は
、
既
に
総
会
に
て
報
告
し
た
所
で
あ
る
が
、

今
回
同
侯
が
実
施
し
た
、
日
本
最
古
の
体
育
行
事
で
あ
る
、
長

‐
い
Ⅱ
咀
勺
吟
Ｄ
Ｊ
‐
マ
ジ

距
離
競
走
所
謂
「
安
政
の
遠
足
」
（
侍
マ
ラ
ソ
ン
）
に
つ
い
て
、

「
安
中
市
史
」
に
依
っ
て
報
告
す
る
。

板
倉
勝
明
侯
は
夙
に
学
者
大
名
と
し
て
高
名
で
、
水
戸
烈

公
・
松
平
春
嶽
と
親
交
が
あ
り
、
大
日
本
史
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
影
響
か
、
日
本
近
海
に
外
国
船
が
出
没
す
る
や
、
逸
早
く

高
島
流
西
洋
砲
術
・
洋
式
操
練
を
取
入
れ
、
大
砲
を
鋳
造
し
、

火
薬
も
調
製
し
、
試
射
や
演
習
を
実
施
し
た
．
嘉
永
六
年
黒
船

来
航
に
当
り
、
幕
命
に
よ
っ
て
武
具
を
江
戸
藩
邸
に
備
え
、
一

方
藩
士
の
心
身
鍛
練
の
目
的
で
、
安
中
城
と
碓
氷
峠
の
間
二
十

九
粁
、
標
高
差
千
米
の
競
走
、
世
に
言
う
「
安
政
の
遠
足
」
或

は
侍
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
し
た
。

ト
オ
ア
、
ン

Ｂ
日
本
最
古
の
マ
ラ
ソ
ン
競
争
安
政
の
遠
足

清
水
英
一

碓
氷
安
中
医
師
会
会
史
編
集
委
員
会

安
政
二
年
春
、
遠
足
が
行
わ
れ
た
が
、
五
回
に
わ
た
っ
て
そ

の
状
況
を
示
す
古
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。

【
其
の
二
五
月
六
日
殿
様
参
勤
交
代
で
安
中
着
城
。
五
人
の

家
臣
を
「
嶮
岨
の
遠
足
掛
」
に
任
ず
。

覚一
、
海
保
順
三
他
四
名
、
安
中
表
へ
罷
越
、
嶮
岨
之
遠
足
掛

被
仰
付
候
間
近
々
出
立
可
申
。
以
上

五
月
六
日
（
後
署
）

［
其
の
二
】
板
倉
勝
明
碓
氷
峠
へ
遠
馬
に
つ
き
廻
状
。
十
一
日

殿
様
と
御
家
中
御
附
添
峠
ま
で
御
遠
馬
な
さ
れ
候
旨
、
只
今
廻

状
到
着
い
た
し
候
。
（
後
害
）
以
上

卯
五
月
十
日
坂
本
宿
名
主
甚
左
衛
門
印

碓
氷
峠
曽
根
出
羽
様
（
熊
野
神
社
神
官
）

〔
其
の
三
一
御
領
主
峠
迄
御
遠
馬
御
休
御
用
諸
事
留

安
政
二
卯
年
五
月
十
一
日

御
本
陣
金
井
三
郎
左
衛
門

馳
走
が
ま
し
き
儀
い
た
し
申
ま
じ
く
候
（
後
唇
）

【
其
の
四
】
遠
足
規
定
書
（
著
者
口
語
訳
）

覚
五
月
廿
二
日



日本医史学雑誌第51巻第2号(2005)205

五
十
才
以
下
諸
士
、
碓
氷
峠
迄
遠
足
之
義
命
ぜ
ら
候
、
六
七

人
ヅ
、
申
合
せ
前
日
に
大
目
付
に
届
け
、
当
日
は
明
ケ
六
ッ
の

太
鼓
を
合
図
に
出
宅
し
、
一
緒
に
城
門
に
て
近
習
頭
に
届
け
て

出
発
せ
よ
。
ひ
と
た
び
届
出
た
上
は
、
如
何
な
る
風
雨
で
も
出

発
せ
よ
。
碓
氷
関
所
番
頭
、
峠
神
官
よ
り
通
過
時
刻
・
到
着
時

刻
を
記
し
た
書
付
を
受
取
り
、
大
目
付
へ
届
け
る
事
。
足
痛
等

で
延
着
す
る
は
巳
む
を
得
ぬ
が
、
馬
や
駕
篭
を
雇
い
歸
り
早
着

と
偽
っ
た
者
、
後
日
殿
様
の
御
耳
に
達
せ
ぱ
、
厳
し
い
御
沙
汰

あ
り
と
心
得
く
し
。

【
其
の
五
一
安
中
御
城
内
御
諸
士
御
遠
足
着
帳

（
峠
神
官
組
頭
曽
根
家
所
蔵
）

五
月
十
九
日
巳
の
上
刻
頃
参
着

黒
田
誠
三
郎
殿
他
六
名

始
め
て
の
日
に
つ
き
、
熊
野
官
へ
御
神
酒
献
上
、
酒
少
々
一

同
も
頂
戴
、
御
肴
、
ひ
だ
ら
、
み
の
干
し
大
根
、
き
う
り
も
み
、

力
餅
五
ヶ
、
茶
を
差
上
候
。
御
初
穂
料
、
弐
拾
疋
御
一
同
様
、

丹
所
大
平
様
拾
疋

同
廿
一
日
辰
上
刻
参
着
根
本
國
次
郎
殿
他
六
名

同
廿
二
日
己
上
刻
参
着
福
長
五
郎
次
殿
他
七
名

（
中
暑
十
三
班
）

六
月
廿
八
日
辰
ノ
中
刻
頃
参
着
（
最
終
組
）

飯
島
伴
四
郎
殿
他
一
名

計
十
六
班
、
参
加
人
員
九
十
八
名

こ
の
遠
足
の
所
要
時
間
は
、
六
シ
刻
（
午
前
六
時
）
出
宅
し
、

速
い
群
で
二
時
間
四
十
分
か
ら
三
時
間
二
十
分
、
遅
い
群
で
四
時

間
乃
至
四
時
間
四
十
分
程
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
昼
食
を
取
り
暫

く
休
息
の
上
、
同
じ
険
路
を
引
き
返
す
六
十
粁
に
な
ん
な
ん
と
す

る
、
五
十
才
以
下
の
全
藩
士
に
課
し
た
、
大
へ
ん
過
酷
な
ト
レ
イ

ニ
ン
グ
と
言
へ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
唯
一
人
腹
痛
の
た
め
、
昼
食

を
辞
退
し
た
者
が
あ
っ
た
が
全
員
完
走
し
た
ら
し
い
。

こ
の
記
録
は
昭
和
三
十
年
春
、
碓
氷
峠
神
官
宅
の
「
御
遠
足

着
帳
」
の
発
見
が
、
朝
日
新
聞
に
「
日
本
最
古
の
マ
ラ
ソ
ン
」

と
紹
介
さ
れ
、
そ
の
秋
伊
馬
春
部
氏
の
「
安
政
奇
聞
ま
ら
そ
ん

得
」
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
後
次
々
に
資
料

が
発
見
さ
れ
て
、
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
在
こ
の
行
事
を
記
念
す
る
為
、
当
地
に
お
い
て
毎
春
五
月

中
旬
、
安
中
城
跡
と
碓
氷
関
所
・
碓
氷
峠
間
に
「
安
政
の
遠
足
」

マ
ラ
ソ
ン
が
実
施
さ
れ
、
既
に
三
十
回
に
及
ん
で
い
る
。


